
 

 新年度のスタートから１か月。子どもたちとの毎日
の中で「もっとこんな実践ができたら…」と思うこと
はありませんか？ 
 宗谷の春の風物詩「学び愛フェスタ」は、子どもと
向き合う上で大切にしたい視点を学び合う場として
四半世紀近い歴史を重ねてきました。今年もみなさん
の参加をお待ちしています。 

『新学習指導要領の教育は 
宗谷の子どもたちを幸せにするのか？』 

～ 地域に根ざした教育実践を地域と連携してつくろう！ ～ 
（宮城県・元小学校教師）

宗谷管内全体の歓迎会でもあります。今年、宗
谷に赴任した先生、新たな市町村で奮闘して
いる先生など、すべての方を歓迎する場です。
たくさんの先生方の参加を期待します。 
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（離島の先生は 2，5００円） 

宗谷管内学び愛フェスタ２０１７ 申し込み用紙 

氏名  学校名  

第１部「教育講演会」 

参加します  参加しません  

第２部「学び愛講座・ステップアップ講座」 

分科会名 参加に○を 

①子どもの笑顔が広がる授業づくり  

②小学校の学級集団づくり   

③中学校の集団づくり  

④国語の授業と作文指導  

⑤算数の教具と教材づくり  

⑥ネコちゃん体操からの器械運動  

⑦地域とつながる教育実践  

⑧特別支援教育  

⑨ステップアップ事務職員  

⑩ステップアップ養護教諭  
  
第３部「市町村大交流会」 

参加します  参加しません  

 

 

第１部・第２部 稚内北星学園大学 
第３部   
 

 

居酒屋「菜好」のビルです。 

主催 宗谷管内学び愛フェスタ２０１７実行委員会 
事務局 稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 
Ｔｅｌ ０１６２－２２－２４８０   mail info@soya-teachers.org 

<小学校の先生におすすめ> 
子どもの笑顔が広がる授業づくり 
小学校の学級集団づくり ／ 国語の授業と作文指導   
算数の教具と教材づくり ／ ネコちゃん体操からの器械運動 
 

<中学校の先生におすすめ> 
中学校の集団づくり ／ 地域とつながる教育実践 

 

<テーマ別には…> 
特別支援教育 ／ステップアップ養護教員講座 

ステップアップ事務職員講座 

◆申し込み方法は次の二通りです。 

①左の「申込書」に記入する ⇒チラシを配ってくれた先生へ提出。 

②メールで申し込む。⇒「学校名」「名前」「参加希望の分科会」の３つ
を記入の上、info@soya-teachers.org へメ
ール送信。 

◆参加費は、現地で徴収します。 

◆第一次集約は、４月２９日です。最終集約は、５月１１日です。 

 

13:00   13:30  13:40            15:10   15:30             17:30    19:00             21:00 

 
受付 開会式 

第１部 

教育講演会 
休憩 

移動 

第２部 

分科会 
移動 

第3部 

市町村大交流会 
 

 

◆駐車場は係の指示に従って駐車願いします。駐車スペースの関係からで

きる限り乗り合わせをお願いします！ 

◆利尻島・礼文島から来られるみなさんには、会場が遠くご不便をおかけ

します。会場からの帰りは、乗合せで南稚内駅近辺までお送りします。 

宮城県で小学校教師をされていた徳水先生は、東日本大震災で被災さ

れました。震災から数か月後には地域の中で子どもたちが復興を考える

「復興教育」を学校として教育課程に位置づけて実践を進めました。 

自分たちの地域の中で子どもたちの学びと紡ぐという点では、宗谷に

根付いている「教育課程づくり」に通じるものがあります。学習指導要

領が変わる今、徳水先生の実践から学びましょう！ 

第１部 講 演 ５００円 
第２部 分科会 ５００円 

〔第１部・第２部ともに参加する方は 1,000 円、 

利礼三町の方は無料です〕 

昨年の参加者の感想より 

ふだんなかなか学ぶことのできない子どもどうしの

つながりのつくり方や、教師と子どものつながりにつ

いて学ぶ事ができてとても勉強になりました。実践を

もとにした分科会でとてもわかりやすく、明日からの

実践で使えそうなものばかりでした。 

 

とってもたくさんの教具を紹介していただいて、明日か

ら使えるものばかりで参加して本当によかったです。支

援が必要な子には工夫された教材により思考を助ける

ことができるし、複式の学級でも自立解決の時にとても

役立つと思いました。来年もぜひこの講座があったらい

いなと思いました。 

 

宗谷で働いている以上、宗谷の教育合意運動について

改めて学ばなければならないと感じました。子どもた

ちのために宗谷がやってきたことを学び、次の世代に

教えていくことが自分にとっても大事なことだと思

いました。 


